
第１次改訂版刊行にあたって

　もっとビジュアルでわかりやすく伝えられないか。このような思いから、
本書を刊行したのは平成21年のことです。おかげさまで本書は、たくさんの
昇任試験受験者の方々に迎えられ、以来７年にわたり版を重ねることができ
ました。
　この間に東日本大震災が発生し、少子高齢化の進展など社会も大きく変化
しています。そこで、本書に収録した事例や年表などの更新を図るとともに
全体を見直して、第１次改訂版として発刊することとしました。
　昇任試験を受験する職員に論文試験の指導をしていますと、論文試験を勘
違いして捉えている職員がかなり多いことに気づかされます。みなさんの中
にも、論文試験は「模範論文を暗記すればよい」と思っている方はいません
か。過去の合格者から引き継がれた、いわゆる ｢合格論文｣ や論文本の「模
範論文」をまねて書けばよいと教えられた方がいるのではないかと思いま
す。そのような取り組み方では、新しいテーマが出るたびに暗記する論文を
増やさなければなりません。同じテーマが出ることはまれなため、方法論を
変えない限り合格はおぼつかないものとなります。
　たまたま合格しても、昇任後に物事の考え方などが身についておらず、上
位の職にふさわしくない職員が拡大生産されていくことになります。失礼な
がら、周りの上司でそのような方を目にしませんか。
　かくいう私も、恥ずかしながら係長昇任試験を受験するときには大差ない
状況でした。その後、管理職試験のときに時間のない中でいかに論文を作成
するかを考えました。そしてあみ出した論文作成方法（パズルメソッド）を
作りました。その後、この方法論により、後輩職員を指導し成果を上げるこ
とができましたので、みなさんにもお伝えしようと考え、この本を書くこと
にしました。
　この本は、以下のような方には特にお薦めできるものと思っています。
　①初めて論文に取り組むことになり、どうしたらよいのか全く分からない

方。
　②何年間か論文に取り組んできているが、「どのように書いたらよいかい

まだにつかめない」と思っている方。
　③「本番で違ったテーマが出されたときにどのように対処したらよいのか」
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目　次
に悩んでいる方。

　④何年間か試験を受けてきたが、合格圏に届いているのか実感できない方。
　⑤今まで何冊かの論文本を読んだが、自分とは合わないと思っている方。
　以上のような方の場合は、この本で、あなたの“論文観”が変わるかもし
れません。
　本書を執筆するにあたり、３つの観点を盛り込んでみました。
　第１に、昇任試験を受験する職員は、日々忙しい中で試験に向けて時間を
つくって学ばなければなりません。創意工夫して勉強時間を捻出しているこ
とと思います。そこで、まとまった時間が取れなくても、論文をパーツごと
に作成し、ジグソーパズルのように組み合わせて論文全体を作る方法（パズ
ルメソッド）をお伝えします。この方法により、細切れの時間でも、有効に
活用できるようになります。合わせて、論文作成の過程をビジュアル化しま
した。
　第２に、論文を書く訓練は、仕事にも大変役立つという点です。ただ模範
論文を暗記すればよいわけではなく、論文試験を通じて、論理構成、課題を
どう捉えたらよいか、物事の捉え方、考え方など昇任後にも活かせる知識、
方法を身につけられるように考えました。
　第３に、私が係長の昇任試験を受ける際には、アドバイスしてくれる方が
周りにいませんでした。また、他人からアドバイスをもらって試験を受ける
という職場風土もありませんでした。暗中模索して、論文の本を参考にしな
がら書いた次第です。読者の中にも、同じ環境の方がいるかもしれません。
たとえアドバイスしてくれる方が近くにいなくても、自分の論文を第三者の
目で客観的に読み、自分自身で修正する方法についても記述しました。
　試験はみなさんの公務員生活での１つの通過点です。試験が目的化してほ
しくありません。昇任後に、みなさんの自治体で論文作成のエッセンスを活
かして活躍できる、「考える職員」「説明責任を果たせる職員」「困難に挑戦
できる職員（チャレンジする公務員）」であってほしいと願っています。
　本書がそのような職員として活躍するための手助けとなれば、私自身にと
っても望外の喜びです。
　みなさんの論文作成の一助になることを願っています。

　　平成28年４月
著　者
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84 第４章　まとめの章の作り方　85

　→テーマの部分に入るのは、「子育て支援」「住み続けたいまちづ
　くり」などの課題ものに適応できる場合となります。

　
　

　ここもパズルメソッドが実感できる部分だと思います。
　自分であらかじめ作っておけば、その「パターン」がそのまま使えます。
以下の例を参考に自分用のまとめの章を作ってください。

（１） まとめのパターン文例

　　このパターン文例は、職場管理ものの場合に使われ、
　　→テーマの部分に入るのは、「職場の活性化」「職員の育成」などが
　　考えられます。
　

書き方について2

（ テ ー マ そ の も の ） は 、 ○ ○ 市 に と っ て 、 大

き な 課 題 の 一 つ で あ る 。 市 民 ニ ー ズ を 達 成 す

る た め に 、 （ テ ー マ ） を 積 み 重 ね て い く こ と

で 、 市 民 が 住 み 続 け た い と 思 う 市 政 を 実 現 さ

せ て い く 。 そ の た め に 、 私 は 係 長 と し て 、 職

員 を リ ー ド し 、 職 員 と と も に （ テ ー マ ） を 実

践 し て い く 。 市 民 目 線 を 大 切 に し 、 市 民 の 立

場 に 立 っ て 最 前 線 の 組 織 で あ る 係 が 活 き 活 き

と 活 動 で き る 場 に し て い く こ と を 誓 う 。

□ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □（ 約 10 行 ）

文　例　〇1

き な 課 題 の 一 つ で あ る 。 市 民 は 、 △ △ の ア ン

ケ ー ト で も そ の 必 要 性 を 訴 え て い る 。 市 と し

て 、 そ の ニ ー ズ を 分 析 し 、 最 も 効 果 の あ る か

た ち で 応 え て い か な け れ ば な ら な い 。 そ の よ

う な 努 力 を 重 ね て い く こ と で 、 市 民 の 求 め る

○ ○ 環 境 の 整 備 が で き あ が っ て い く も の と 確

信 す る 。 そ の た め に 、 私 は 係 長 と し て 、 職 員

を リ ー ド し 、 職 員 と と も に （ テ ー マ ） を 実 現

で き る 係 体 制 を 整 え る 。 （ テ ー マ ） が 実 現 し 、

市 民 の 笑 顔 を ま ち に あ ふ れ さ せ た い 。 私 は そ

の よ う な ま ち づ く り を 着 実 に 進 め て い く 。

（ テ ー マ そ の も の ） は 、 ○ ○ 市 に と っ て 、 大

文　例　〇2

（ テ ー マ ） を し て い く こ と で 、 何 事 に も チ ャ

レ ン ジ し よ う と す る 職 員 が 育 成 さ れ 、 柔 軟 な

組 織 が 作 ら れ て く る と 信 ず る 。 そ の た め に は 、

係 長 た る 私 が 、 ま ず 率 先 垂 範 し 、 手 本 と な れ

る よ う 様 々 な 機 会 を 通 じ て 身 を も っ て 示 し て

い く 。 チ ャ レ ン ジ 精 神 の 種 を 職 員 に 植 え 付 け

文　例　〇3



122 第６章　実際に作成してみる　123

実的には、「小結論」の内容でないからこそ、そこを変えたいわけです。変
えたい現実や「小結論」とのギャップを表現します。
　第４が、「背景」です。背景は、「発想シート」の（５）の背景の中から選
ぶか、背景にふさわしいエピソードを選ぶかのどちらかの選択です。

　「骨格シート」は、論文で最も大事とされる第１章の骨格を作るためのシー
トです。これまでに何度か第１章の大切さには触れておりますが、出題文を
自分なりに解釈して、どのような論文として表現していくかの海図が第１章
です。
　「発想シート」の中から、第１章の骨格となる部分を抜き出し、「骨格シー
ト」を作成します。「骨格シート」は、作成の手順が重要なポイントとなりま
す。
　１番目に小結論、２番目に方向性、３番目に現状、ギャップ、４番目に背
景という順です。

　この作成手順は、小結論を中心として作られていきます。まず、小結論と
なる内容を定めます。次に、小結論に基づいて、それを達成するための方向
性を決めます。また小結論に戻り、小結論にふさわしい現状を表現します。
さらに、その現状に、見合った背景を作っていきます。この作成手順を踏む
ことにより、試験要綱で求められる「論理性」が担保できます。
　では、それぞれの作り方を示します。何を訴えたいかが、第１の「小結論」
です。「小結論」は、テーマ、キーワードをほぼ直接持ってくることが多く
なります。出題者は、「顧客志向のサービスに向けあなたはどのように取り
組んでいくか考えを述べなさい」といっています。ですから、顧客志向のサ
ービスが大切であり、それに取り組んでいくということを訴えざるを得ませ
ん。このことを自分なりの表現を加味して記述します。
　第２が、「方向性」です。「方向性」は、「小結論」として出した論者の思
いに対し、自分はどのようなアプローチをしてそれを達成していくかを述べ
る部分で、出題文の「どのように取り組んでいくか」の部分に相当します。
　第３は、「現状、ギャップ」です。「発想シート」の中から、次の「小結論」
に流れていくためにふさわしい現状等を書き込みます。考え方としては、現

骨格シートを作成する4

顧客志向のサービス向上／骨格シート

背景のピース（作成順④）

市民の価値観や生活様式の変化に伴い、働き方、子育てのあり方に変化。
保育園も、保護者の生活を重視することは重要な要素。

現状、分析、ギャップのピース（作成順③）

市の取り組み：低年齢児園（25園）の拡大、延長保育の充実（すべての
公立園）、地域支援などを実施。
在宅の子育て家庭：育児経験の不十分さや育児不安、相談相手がいない、
ひいては虐待につながるケースも。

小結論のピース（作成順①）

在園児とその保護者はもちろん、地域で子育てをする在宅の親子も保育
園の顧客と捉え、顧客志向のサービスを提供することが必要。

方向性のピース（作成順②）

（そのためには）
園目標に在宅の親子も顧客とすることを明確に位置付け、実践的な支援
をする。
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（テーマ） 地域社会の変化と市政運営
第１章　【見出し】　896の自治体がなくなる
①背　景 元総務大臣の増田寛也氏のレポートによれば、今後存続が危ぶまれる自治体

が896市町村あるとのことである。
少子化と人口減少が止まらず、2010年から30年間で20～30代の女性の数
が５割以上減少することがその理由という。

②現状等 ○○市においても数年後から人口減少が見込まれており、地域の活力が低
下するなど様々な影響が考えられる。

③小結論 現実を直視し、社会状況の変化に応じて柔軟に対応できる市政運営が求めら
る。

④方向性 社会状況の変化の的確な把握。柔軟に対応するための組織作り。創造性豊
かな職員の育成。

課題と解決策の章　【見出し】　社会変化に対応できる仕組みづくり

Ⅰ

①市民ニーズの多様化、高度化
②子育て、介護、まちづくりなど
市民との協働により解決すべき
範囲の増加

Ⅰ

市民との双方向のコミュニケーシ�
ョンを築いていく
①計画内容を示し、意見の収集
②良い意見の積極的採用
③様々な参加チャンネルを広げる

Ⅱ

①先手を打った対応の必要性
②少子化対策は所管部局でのみ対
応
③すぐに行政リソースを増やすこ
とはできない Ⅱ

行政需要の変化に対応した事業及び組織作
りをしていく
①魅力的なまちを作り、自然増と共に流入
入口を増やす。具体的には、少子化対策
や女性が働きやすい環境の整備

②機動的に動ける組織の活用（ＰＴ、タス
クフォース）

③緊急性・重要度などの指標を基に事業の
棚卸、優先順位付け

Ⅲ

①社会の複雑化により市民の価値
観も相違
②公共施設の整備の際の市民の反
応 Ⅲ

問題解決能力の高い創造性豊かな職員の育
成していく
①立案から執行（検討、地元説明、調整な
ど）までを担当させる

②リスク管理の徹底（過去の事例の検証、
未然の防止策）

③実践に勝る研修はない

まとめの章　【見出し】　柔軟に対応しようとする意識と準備

・都市としての魅力は、変化の多様性と新たなものを生み出していく原動力
・社会変化に対して後追いとなりがちな行政
・�職員は社会変化に敏感になること、変化を察知し、柔軟に対応していこうとする
意識と準備
・組織作り、人作りが管理職の責務

レジュメ テ ー マ 　 地 域 社 会 の 変 化 と 市 政 運 営

１ 　 896 の 自 治 体 が な く な る

　 元 総 務 大 臣 の 増 田 寛 也 氏 の レ ポ ー ト に よ れ

ば 、 今 後 存 続 が 危 ぶ ま れ る 自 治 体 が 896 市 町 村

あ る と の こ と で あ る 。 少 子 化 と 人 口 減 少 が 止

ま ら ず 、 20 10 年 か ら 30 年 間 で 20 代 か ら 30 代 の

女 性 の 数 が 5 割 以 上 減 少 す る こ と が そ の 理 由

だ と い う 。 ○ ○ 市 に お い て も 数 年 後 か ら 人 口

減 少 が 見 込 ま れ て お り 、 地 域 の 活 力 が 低 下 す

る な ど 様 々 な 影 響 が 考 え ら れ る 。

　 そ の よ う な 状 況 を 迎 え つ つ あ る 中 で 、 市 は

こ の 現 実 を 直 視 し 、 社 会 の 変 化 に 即 し た 市 政

運 営 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

　 そ の た め に は 、 社 会 状 況 の 変 化 を 的 確 に 把

握 し 、 そ れ に 沿 っ て 柔 軟 に 対 応 す る た め の 組

織 作 り や 創 造 性 豊 か な 職 員 の 育 成 を し て い く

必 要 が あ る 。

2 　 社 会 変 化 に 対 応 で き る 仕 組 み 作 り 	

　 私 は 、 管 理 職 と し て 、 社 会 変 化 に 柔 軟 に 対

応 す る た め 、 以 下 3 つ の 点 に 取 り 組 ん で い く 。

　 第 1 に 、 市 民 と 双 方 向 性 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン を 築 い て い く 。


